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第２２６回：ユネスコ記憶遺産 

 

わが母校はカトリック・イエズス会の経営するミッションスクールである。一応受験校の端くれなので受験

のプロのような先生方のおかげで受験力がついたのには感謝している。一方ミッションスクールだから校内

は神父だらけ、教員免状を持つ神父が多いのは当然だが、教壇に立って授業するのだけは勘弁して欲しか

った。本業が神父のため、授業のレベルがプロ教師に及ばないのは当然だ。数学はトップ級なのに神父が

教える物理・化学・地学の成績が悪かったのは筆者のアタマの所為で、伴天連の責任にしたら神罰が下る

だろうが、学年全体でも神父教師の担当する学科よりは、プロ教師の学科の方が、生徒のパフォーマンス

が高かったのは事実だ。そんななかで、いまでも神父の授業で感謝しているのは英語だけである。彼らの

出身はカトリックの関係でスペイン、ブラジル、ドイツと、今月から始まるW杯ではないが、サッカー大国出身

の神父が多かったような気がする。以下は、なぜか記憶に残っているドイツの神父から聞いたジョークであ

る。欧米人に披露すると腹を抱えて笑ってくれるが、日本人にはあまりウケない。登場人物はドイツ人だ。 

 

稀覯本専門の蒐集家がフランクフルトの街角で友人とばったり出会った。友人は引っ越しのため古い家を

大掃除して、ゴミやガラクタをいっぱい捨ててきたばかりだと云う。 

コレクター：何か面白そうな古本はなかったかね？ 

友人：倉庫を片付けていたら、古ぼけた木箱が見つかり、宝物でも入っているのかと一瞬期待したけど、

なかには埃をかぶり汚れた聖書しか入っていなかったので、いま他のゴミと一緒に捨ててきたところだ。 

コレクター：それって、どんな聖書だった？  

友人：ラテン語だから、よく読めなかったが、グーテンなんとか、そんな名前が印刷されていたような。 

コレクター：も、も、もしかして・・・ヨハネス・グーテンベルク？ 

友人：そうそう、そのグーテンベルクだった。 

コレクター：大変だ！それは世界で初めて活版印刷された本だ、サザビーズに出せば１０００万ユーロは

下らない。ど、ど、どこに捨てたの？ すぐ探しに行こう！ 

友人：そんなに価値がある本にはとても見えないけど。おまけに持ち主のマルチン・ルターとか云うやつ

が、いっぱい書き込みをして聖書を汚していたのでね。 

 

閑話休題。中国政府の報道官として最近しょっちゅうテレビに登場している外交部の華春瑩副報道局長

は今月１０日の会見で、南京大虐殺の記録と従軍慰安婦に関する資料を「世界記憶遺産」としてユネスコに

登録申請したことを認めた。彼女によると「申請の目的は、歴史を心に刻み平和をと人類の尊厳を守るため

であり、類似の非人道的行為を防ぐためだ」と説明し、「資料は真実で歴史的価値がある」とも語っている。

これに対し菅官房長官は同日の記者会見で「事実関係を確認中だが、仮に中国が政治的意図をもって案件

申請したと判断されれば抗議の上、取り下げるように要求する」とコメントした。菅さんが不快感を示すのは

当然だ。中国によるユネスコ記憶遺産の登録申請は、南京虐殺や慰安婦の内容を吟味する以前の問題と

http://www.asahi.com/topics/word/%E5%8D%97%E4%BA%AC%E5%A4%A7%E8%99%90%E6%AE%BA.html
http://www.asahi.com/topics/word/%E5%BE%93%E8%BB%8D%E6%85%B0%E5%AE%89%E5%A9%A6%E5%95%8F%E9%A1%8C.html
http://www.asahi.com/topics/word/%E4%B8%96%E7%95%8C%E8%A8%98%E6%86%B6%E9%81%BA%E7%94%A3.html
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して、大きくピントがずれている。そもそも世界記憶遺産とは、歴史的評価が既に固まり、人類の文化を受け

継ぐ重要な遺産と認定されている文書、例えば「グーテンベルグ聖書」が毀損や劣化によって消滅する危機

に瀕しており、当該国だけでこれを解決できない場合に限り、ユネスコが乗り出して、その文書を効果的に

保存保管し、デジタル化を通じ全世界の多様な人々のアクセスを容易にし、世界的遺産を広く普及させよう

とする運動である。既に登録された記憶遺産としては、「グーテンベルグ聖書」のほかに、「マグナカルタ」、

「共産党宣言草稿」、「清の科挙試験合格者掲示」、「アンネの日記」、日本では「御堂関白記」、「支倉常長

像」等が挙げられる。ピラミッドやスフィンクス像といった建築物だけでなく、文書の領域でも世界的な遺産を

修理保存しようと云う発想である。 

 このユネスコ事件と直接の関係はないが、翌１１日には東シナ海の日中中間線付近で、監視飛行を行っ

ていた自衛隊機が中国軍の SU－27戦闘機から一時、およそ３０メートルまで異常接近されると云う事件が

発生した。度重なる中国の乱行に菅官房長官は怒り心頭で、「極めて遺憾で許し難い。偶発的事故の発生

につながりかねない非常に危険な行為だ」と中国を強く非難している。中国の空軍機による自衛隊機への

異常接近は５月下旬に続き２度目だ。もっとも、もし自衛隊 F１５と中国 SU－２７が戦えば結論は明らかだ。

両機の格闘能力が互角だと譲っても、いまはゼロ戦とグラマンが一騎打ちする時代ではなく、自衛隊機には

戦術データリンクによる索敵等の能力があり、一方中国機にはロシアの本物の SU―２７をスペックダウンし

た「モンキーモデル」と云う決定的な弱みがあるため、SU―２７は敵の姿を発見する前に撃墜されるだろう。

しかし自衛隊は先制攻撃が許されないから、最初は自衛隊機が撃墜されることになってしまう。もし中国が

故意に異常接近を強行しているとすれば、戦争の一歩手前の挑発行為であり、一方師団長やパイロットの

独断行動だとすれば、習近平主席の持つ統帥権が機能していないと云う更に恐ろしい事態となる。戦闘機

が異常接近を繰り返すと思えば、今度は国連教育科学文化機関（ユネスコ）に登録申請、よくわからないが

中国は文武の両方面から日本を攻める考えのようだ。 

孫子が「兵は詭道なり」と云うように、敵に勝つためには、謀略、欺瞞に嘘はったりと手段を選ばないのが

中国の伝統芸だ。日本の悪口を世界各国に広めるためには手段を選ばないと云う中国の戦術は分からなく

もないが、国連機関のユネスコを政治プロパガンダに利用するのは、一寸やりすぎだ。産経新聞のコラムで

はないが、そんなに登録したければ、中国政府は文化大革命や天安門事件の資料をたくさんお持ちのよう

だから、そちらを先に申請したらいいでしょう、と云いたくなる。（了）  

文中の見解は全て筆者の個人的意見である。   

                                   平成２６年６月１３日  

筆者プロフィール 

杉野光男 

東洋証券株式会社 主席エコノミスト 

一橋大学商学部卒、 三菱信託銀行（現三菱 UFJ信託銀行）入社、上海華東師範大学へ留学 

同行北京駐在員、上海駐在員事務所長、理事中国担当部長を経て、２００７年より現職 

著書  日本の常識は中国の非常識（時事通信社）、中国ビジネス笑劇場（光文社）等 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E5%8C%96
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%82%B8%E3%82%BF%E3%83%AB%E5%8C%96
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ご投資にあたっての注意事項 

手数料等およびリスクについて 

① 株式の手数料等およびリスクについて 

・ 国内株式の売買取引には、約定代金に対して最大1.2420％（税込み）、最低3,240円（税込み）（売却約定代金

が 3,240円未満の場合、約定代金相当額）の手数料をいただきます。国内株式を募集、売出し等により取得い

ただく場合には、購入対価のみをお支払いいただきます。国内株式は、株価の変動により、元本の損失が生

じるおそれがあります。 

・ 外国株式等の売買取引には、売買金額（現地における約定代金に現地委託手数料と税金等を買いの場合に

は加え、売りの場合には差し引いた額）に対して最大 0.8640％（税込み）の国内取次ぎ手数料をいただきます。

外国の金融商品市場等における現地手数料や税金等は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定さ

れますので、本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。外国株式は、株価の変動および

為替相場の変動等により、元本の損失が生じるおそれがあります。 

②債券の手数料等およびリスクについて 

・ 非上場債券を募集・売出し等により取得いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。 

 債券は、金利水準の変動等により価格が上下し、元本の損失を生じるおそれがあります。外国債券は、金

利水準の変動等により価格が上下するほか、カントリーリスク及び為替相場の変動等により元本の損失が生

じるおそれがあります。また、倒産等、発行会社の財務状態の悪化により元本の損失を生じるおそれがありま

す。 

③投資信託の手数料等およびリスクについて 

・ 投資信託のお取引にあたっては、申込（一部の投資信託は換金）手数料をいただきます。投資信託の保有期

間中に間接的に信託報酬をご負担いただきます。また、換金時に信託財産留保金を直接ご負担いただく場合

があります。 

投資信託は、個別の投資信託ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なるため、

本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 

 投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とするため、当該金融商品市

場における取引価格の変動や為替の変動等により基準価格が変動し、元本の損失が生じるおそれがありま

す。 

④株価指数先物・株価指数オプション取引の手数料等およびリスクについて 

・ 株価指数先物取引には、約定代金に対し最大 0.0864％（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委

託証拠金が必要となります。 

・ 株価指数オプション取引には、約定代金、または権利行使で発生する金額に対し最大 4.320％（税込み）、最

低 2,700円（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委託証拠金が必要となります。株価指数先物・株

価指数オプション取引は、対象とする株価指数の変動により、委託証拠金の額を上回る損失が生じるおそれ

があります。 

ご投資にあたっての留意点 

 取引や商品ごとに手数料等およびリスクが異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面、上場有価証券

等書面、目論見書、等をよくお読みください。 


